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研究成果の概要（和文）：研究成果としては、第一に日本及び東アジアの〈仏伝文学〉をめぐる内外の図書館、博物館
などに所蔵される資料調査を実施し、従来知られていなかった貴重な資料を相次いで発見し、収集したこと、第二にそ
れらの資料にもとづく研究会を日本や北京で継続させたこと、第三に〈仏伝文学〉に関する総合的なシンポジウムを立
教大学で開催し、その補助的な意味をもつワークショップをアジアや欧米で複数開き、調査と研究の成果をもれなく公
表し、論文集及び資料集として公刊する段階に至ったこと、等々である。

研究成果の概要（英文）：In terms of the results of my research, first of all, I conducted a survey of the 
Japanese and East Asian “lives of the Buddha” literature-related holdings of both domestic and 
international libraries, museums, and the like, discovering and assembling numerous previously unknown 
valuable materials. Secondly, I had research seminars based on those findings held in Japan and Beijing. 
Thirdly, I convened a general symposium on “The Literature of the Lives of the Buddha” at Rikky&ocirc; 
University, as well as several subsidiary workshops in Asia and North America. I have made exhaustive 
public presentations on the results of this survey and research and have also published collections of 
papers, reference materials, etc.
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１．研究開始当初の背景 
（１）釈迦の生涯の物語は古来、仏教伝来の
テーマには必ず付随して取り上げられ、シル
クロードや敦煌などの遺跡で注目され、比較
的なじみのある課題のように思われやすい
が、日本では古代に関心がしぼられ、その後
の展開が体系的、網羅的にたどられることは
ほとんどなかった。一部にそうした試みはな
されてはいる、探索の範囲が限られ、必ずし
も広範な成果をあげたとはいいがたい。以前
から『今昔物語集』研究の一環として物語の
始発である仏伝を取り上げているが、仏典や
説教などの資料との一対一対応を追究する
出典論や翻訳論ではなく、より広い世界から
の見直しを痛感するに至った。また、東アジ
アをテーマとする過去の科研費活動におい
て〈仏伝文学〉が中国、朝鮮半島、ベトナム
など東アジアの漢字漢文文化圏においても
きわめて重要な領域としてあることを見出
した。 
（２）日本では黒部通善『日本仏伝文学の研
究』が公刊されているが、古代を主とする既
知の資料が中心で、その後の中世仏伝や近世
仏伝には充分視野が及んでおらず、ほとんど
正統な研究対象となっていなかった。これに
加えて、近代になると、近代的な仏教学の確
立にともなってあらたに仏伝の研究も進み、
学問的な仏伝が記述され、それと同時に作家
や評論家も仏伝を取り上げるようになる。明
治以降、現代に及ぶ仏伝と称すべき著述はお
びただしいものがあり、それらもまた研究対
象にされることはきわめて少ない。本研究は
これらをも対象とし、ひとまず１９世紀後半
を境目にし、版本と活字本との区分を目安に
近代仏伝ととらえ、前近代の仏伝と対比的に
とらえる必要性が痛感される。これによって、
ともすれば古典と近代に分断されて別途に
扱われがちな文学史や文化史のあり方を相
対化したいと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
（１）近年注目される日本と東アジアの漢文
文化圏の課題の一環として、物語の一大原点
ともいうべき〈仏伝文学〉の全体像について、
資料学の観点からその実体を掌握し、その特
性や意義を明らかにする。基礎的で総合的な
比較資料学としての学的な確立を課題とす
る。日本の古代から中世、近世、近代に至る
通時代の展開をふまえた上で、中国、朝鮮半
島、ベトナムなど東アジアの漢文文化圏にお
ける仏伝をあわせて追究し、比較検証するこ
とで、日本と東アジア相互の〈仏伝文学〉の
位置や意義を明らかにする。 
 
（２）これにあわせて、絵画や造型における
仏伝も対象とし、『釈迦の本地』の絵巻、絵
入り本をはじめ、掛幅の涅槃図や釈迦八相図
など、メディア・ミックスの文化状況をも解
明する。 
 

（３）上記をふまえた絶好の例として１５世
紀・明代作の挿絵付の『釈氏源流』を主対象
とし、北京で開催する東アジア古典研究会で
注解を進め、同時代の日本の『釈迦の本地』
などとの比較研究を通して、日本文学を東ア
ジア文学の一環として定位する方向性を明
らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）日本の〈仏伝文学〉の資料群の確定と
目録の作成、国内の資料調査と収集 
（２）中国・台湾の〈仏伝文学〉関連の資料
目録の作成、現地での資料調査と収集 
（３）韓国の〈仏伝文学〉関連の資料目録の
作成、現地での資料調査と収集 
（４）ベトナムの〈仏伝文学〉関連の資料目
録の作成、現地での資料調査と収集 
（５）欧米所蔵の〈仏伝文学〉関連の資料調
査と収集 
（６）研究会の組織化にもとづく総合目録の
作成と公開、総合的な比較研究の推進 
（７）〈仏伝文学〉の資料集の作成、公刊 
（８）〈仏伝文学〉を主題とする国際会議の
開催、各種成果報告、論文集の公刊 
 
４．研究成果 
（１）〈仏伝文学〉のリスト作成と資料の調
査・収集 
まず、〈仏伝文学〉のリストを作成したが、
日本においては、中世の『釈迦の本地』の伝
本探索を推進できたので、従来のリストを大
幅に拡充することができた。絵入り本はボド
メール本、オックスフォード本、立教本、中
野本等々。版本に関しては個々に収集できた
が、量が膨大であるため、詳細な掌握にまで
は至らなかった。近世はことに幕末の『釈迦
八相倭文庫』の明治期活字本を複数入手する
ことができ、近代への影響度を測ることがで
きた。近代の仏伝も膨大であるため、明治大
正期のものを中心に収集し、リストを作成し
たが、まだ多くのテキストがあり、今後も継
続する予定である。 
 東アジアに関しては、北京で継続している
明代の『釈氏源流』に関する伝本調査を試み、
北京国家図書館、清華大学図書館、北京大学
図書館、台湾国家図書館、台湾中央図書館、
故宮博物院図書館、ソウルの東国大学図書館、
ソウル大学奎章閣、中央図書館、ハノイ漢喃
研究院、社会科学院図書館、ホーチミン市の
恵光修院、ロンドン大英図書館、パリ国家図
書館等々、多地域にわたる資料を調査、複写、
デジカメ撮影などを行った。また、大同の千
光寺の壁画や西安の興教寺の板額をはじめ、
寺院の壁画などにも『釈氏源流』をもとにす
る絵画を調査することができた。ハノイでは、
従来知られていなかったベトナム産の『釈迦
如来応現図』を見いだした。 
 
（２）研究会の組織化と継続 
北京の研究者を中心に東アジア古典研究会



を結成し、『釈氏源流』の注解を継続した。
北京以外のメンバーも増えてきて、西安や厦
門でも開催した。ソウルでも研究会の組織化
を進め、準備会を持ったが、具体的な会にま
では至らなかった。今後も継続で会の開催を
期したい。国内の研究会では、中世仏伝の代
表作ともいえる慶応大学図書館の『釈迦如来
八相次第』の翻刻と校異を進め、ほぼ完成し
た。同様にボドメール本『釈迦の本地』の翻
刻と注解も進展中で、いずれも年度内に刊行
の予定である。 
 
（３）国際シンポジウムの企画、開催 
2014 年７月に本科研のまとめとして、立教大
学日本学研究所主催のかたちで、「日本と東
アジアの〈仏伝文学〉と天竺世界」のシンポ
ジウムを開催した。中国、台湾、韓国、ベト
ナムの研究者を招いて、基調講演と三つのセ
ッションのシンポジウムを行い、多岐にわた
る〈仏伝文学〉の意義が追究され、活発な議
論がかわされ、おおきな成果を収めることが
できた。 
 
（４）ワークショップの企画、開催 
 上記のシンポジウムが東アジアに限定さ
れたため、さらに視野を欧米にひろげるため、
2014 年 10 月にロンドン大学 SOAS、2015 年１
月にパリのディドロ大学で〈仏伝文学〉に関
するワークショップと各図書館での資料調
査を実施した。さらに重要でありながら従来
調査が充分及んでいなかった台湾の国家図
書館などの調査に赴き、あわせて輔仁大学で
ワークショップを開催、研究のネットワーク
の拡充をはかることができた。 
 
（５）論文集と資料集の編集、公刊 
以上の成果をふまえて、『東アジアの〈仏伝
文学〉』と題して、勉誠出版より三十数名か
らなる浩瀚の論文集を公刊する計画で、現在
編集中で年内には刊行の予定である。また、
研究会で継続中の慶応大学本『釈迦如来八相
次第』の翻刻、校異は年内刊行の『立教大学
大学院日本文学論叢』に掲載の予定、さらに
はボドメール本『釈迦の本地』の翻刻と注解
を勉誠出版からカラー図版とあわせてこれ
も年度内に公刊の予定である。また、二三年
内には研究代表者の単独の〈仏伝文学〉論文
集も公刊できればと考えている。 
追記 
最後に、本科研の分担者として重要な役割を
担っていた増尾伸一郎氏が 2014 年７月、立
教大学での仕上げのシンポジウムの直前に
急逝されたのは痛恨の極みであり、ご冥福を
お祈りしたい。 
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